〈海軍都市〉神戸と大日本帝国海軍の内実 : 大岡昇平『酸素』が描き出したもの by 尾添 陽平 & Yohei Ozoe
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
│
│
大
岡
昇
平
『
酸
素
』
が
描
き
出
し
た
も
の
│
│
尾
添
陽
平
１
大
岡
昇
平
『
酸
素
』
は
雑
誌
「
文
学
界
」
に
一
九
五
二
年
一
月
よ
り
翌
五
三
年
七
月
ま
で
連
載
さ
れ
（
五
三
年
五
月
は
休
載
）、
一
九
五
五
年
七
月
、
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
酸
素
』
単
行
本
刊
行
時
の
評
価
は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
奥
野
健
男
は
『
酸
素
』
を
「
通
俗
的
な
恋
愛
小
説
に
過
ぎ
な
い
」⑴
と
酷
評
し
て
い
る
⑵
。
ま
た
『
酸
素
』
は
、
単
行
本
の
巻
末
に
「
│
第
一
部
終
│
」
と
あ
り
、「
第
一
部
」
の
み
が
完
結
し
た
 
未
完

の
状
態
の
ま
ま
刊
行
さ
れ
た
作
品
で
も
あ
っ
た
⑶
。
大
岡
は
単
行
本
刊
行
後
、
幾
度
と
な
く
『
酸
素
』「
第
二
部
」
執
筆
の
構
想
を
語
っ
て
い
る
が
⑷
、
結
局
「
第
二
部
」
は
書
か
れ
る
こ
と
な
く
、
一
九
八
八
年
十
二
月
二
十
五
日
、
大
岡
は
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。
 
未
完

の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
、『
酸
素
』
へ
の
「
積
極
的
評
価
は
わ
ず
か
」⑸
な
状
態
に
あ
っ
た
。
大
岡
自
身
は
 
未
完

に
終
わ
っ
た
こ
と
や
同
時
代
評
が
芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
た
え
て
い
た
の
か
、『
酸
素
』
に
つ
い
て
「
作
品
は
惨
め
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
な
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
」⑹
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
大
岡
は
、
別
の
機
会
で
は
「
「
酸
素
」
は
反
「
細
雪
」
を
書
か
ん
と
す
る
下
心
が
あ
っ
た
」⑺
と
、
そ
の
執
筆
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
大
岡
の
明
記
し
た
「「
酸
素
」
は
反
「
細
雪
」」
と
い
う
『
酸
素
』
の
一
九
執
筆
意
図
は
、
そ
れ
が
公
に
さ
れ
て
以
降
、
発
表
さ
れ
た
『
酸
素
』
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
清
水
徹
は
、「「
酸
素
」
は
反
「
細
雪
」」
と
い
う
『
酸
素
』
の
執
筆
意
図
を
「
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、「「
酸
素
」
は
反
「
細
雪
」」
と
い
う
構
図
を
論
の
根
幹
に
お
い
た
。
清
水
は
、
大
岡
が
『
酸
素
』
を
執
筆
す
る
上
で
仮
想
敵
と
し
た
谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』（〔
上
巻
〕
一
九
四
六
年
六
月
、〔
中
巻
〕
四
七
年
二
月
、〔
下
巻
〕
四
八
年
十
二
月
、
中
央
公
論
社
）
に
つ
い
て
、『
細
雪
』
に
は
「
当
時
の
い
く
つ
か
の
政
治
状
況
」
│
│
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
雪
崩
れ
込
ん
で
い
く
日
本
の
政
治
状
況
│
│
が
「
点
景
あ
る
い
は
作
中
人
物
た
ち
の
話
題
」
と
し
て
わ
ず
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
程
度
で
、『
細
雪
』
に
は
き
ち
ん
と
《
政
治
》
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
、
一
方
で
「
大
岡
は
谷
崎
と
ち
が
っ
て
け
っ
し
て
時
代
か
ら
眼
を
は
な
さ
な
い
」
と
指
摘
、「
じ
つ
は
す
で
に
基
盤
が
崩
壊
し
は
じ
め
て
い
る
日
本
の
市
民
社
会
を
描
き
、
危
険
の
上
に
欺
瞞
的
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
そ
の
あ
り
よ
う
を
告
発
す
る
と
い
う
批
評
的
な
姿
勢
が
、
明
ら
か
に
こ
の
『
酸
素
』
と
い
う
社
会
小
説
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
」
と
自
ら
の
『
酸
素
』
論
を
結
論
付
け
た
。
清
水
は
『
酸
素
』
と
『
細
雪
』
を
比
し
た
上
で
、『
酸
素
』
に
は
『
細
雪
』
が
排
除
し
た
《
政
治
》
が
描
き
込
ま
れ
た
と
「
積
極
的
評
価
」
を
下
し
た
の
で
あ
る
⑻
。
本
稿
は
、『
酸
素
』
を
『
ア
ン
チ
細
雪
』
と
捉
え
た
上
で
論
を
展
開
し
た
清
水
論
に
決
し
て
逆
ら
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
『
酸
素
』
の
『
ア
ン
チ
細
雪
』
性
は
、
清
水
の
他
、
既
に
花
崎
育
代
⑼
に
よ
っ
て
も
検
証
さ
れ
て
お
り
、
今
さ
ら
そ
れ
を
論
じ
た
と
こ
ろ
で
、
清
水
論
や
花
崎
論
以
上
の
成
果
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
稿
は
、
大
岡
の
明
記
し
た
「「
酸
素
」
は
反
「
細
雪
」」
と
い
う
『
酸
素
』
の
執
筆
意
図
に
は
あ
ま
り
引
き
ず
ら
れ
ず
に
、
そ
も
そ
も
『
酸
素
』
と
い
う
小
説
は
一
体
何
を
描
き
出
し
た
の
か
、『
酸
素
』
の
小
説
世
界
そ
の
も
の
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
本
稿
は
『
酸
素
』
の
小
説
世
界
を
解
析
す
る
た
め
、『
酸
素
』
の
舞
台
と
な
っ
た
神
戸
と
い
う
都
市
が
『
酸
素
』
の
小
説
世
界
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
か
検
証
し
て
い
く
。『
酸
素
』
の
描
き
出
し
た
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
酸
素
』
の
小
説
世
界
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
〇
２六
甲
山
か
ら
神
戸
の
街
全
体
が
見
渡
せ
る
こ
と
な
ど
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
神
戸
と
そ
の
周
辺
を
舞
台
と
す
る
『
酸
素
』
に
も
、
六
甲
山
よ
り
神
戸
の
街
を
俯
瞰
的
に
見
渡
し
た
描
写
が
存
在
し
て
い
る
。
で
は
六
甲
山
よ
り
俯
瞰
的
に
見
渡
さ
れ
た
神
戸
の
街
全
体
は
、『
酸
素
』
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
先
に
住
吉
、
岩
屋
、
大
石
の
河
川
が
つ
く
る
デ
ル
タ
を
海
岸
に
突
出
し
た
六
甲
山
麓
の
沖
積
地
が
、
学
校
や
工
場
や
住
宅
の
屋
根
を
、
曇
っ
た
空
の
下
に
拡
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
遠
く
神
戸
、
兵
庫
の
突
堤
か
ら
、
川
口
造
船
所
の
大
船
台
が
、
建
造
中
の
航
空
母
艦
を
板
で
か
こ
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
海
岸
線
と
平
行
に
凹
ん
だ
曲
線
を
持
つ
防
波
堤
で
、
扇
形
に
切
り
取
ら
れ
た
「
扇
港
」
に
、
沢
山
の
船
が
繋
留
さ
れ
て
い
た
。
葺
合
の
鉄
工
所
の
煙
突
が
吐
き
出
す
煙
が
棚
引
い
て
、
俯
瞰
景
の
一
部
を
隠
し
て
い
た
。
汽
車
か
電
車
が
、
沖
積
地
を
横
に
貫
く
三
本
の
線
路
の
上
の
、
ど
れ
か
を
走
っ
て
い
た
。
六
甲
山
か
ら
見
渡
さ
れ
た
神
戸
の
街
は
、「
沖
積
地
」
に
「
学
校
や
工
場
や
住
宅
の
屋
根
」
が
拡
が
る
街
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
港
に
は
「
沢
山
の
船
が
繋
留
さ
れ
」、「
三
本
の
鉄
路
」
が
神
戸
の
街
を
貫
い
て
い
る
。
た
だ
こ
の
個
所
で
、
河
川
に
は
「
住
吉
」「
岩
屋
」「
大
石
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
甍
を
並
べ
る
「
住
宅
」
に
は
も
ち
ろ
ん
、
眼
下
に
広
が
る
阪
神
工
業
地
帯
の
「
工
場
」
に
も
、
神
戸
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
支
え
る
「
学
校
」
に
も
、
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
三
本
の
鉄
路
」
と
は
、
阪
神
間
を
並
行
し
て
走
る
鉄
道
路
線
、
阪
急
、
省
線
、
阪
神
の
鉄
路
を
ま
と
め
て
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
三
本
の
鉄
路
」
が
「
阪
急
」「
省
線
」「
阪
神
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
名
詞
を
与
え
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
汽
車
か
電
車
が
、
沖
積
地
を
横
に
貫
く
三
本
の
線
路
の
上
の
、
ど
れ
か
を
走
っ
て
い
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
一
た
」
と
阪
急
も
省
線
も
阪
神
も
一
く
く
り
に
さ
れ
、
こ
こ
で
は
描
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
個
所
を
読
み
解
く
と
、
河
川
以
外
で
唯
一
、
固
有
名
詞
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
で
は
、
河
川
以
外
で
唯
一
、
固
有
名
詞
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
は
一
体
何
か
。
引
用
箇
所
で
は
「
航
空
母
艦
」
を
建
艦
中
の
「
大
船
台
」
を
有
す
る
「
川
口
造
船
所
」
に
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
河
川
以
外
で
唯
一
固
有
名
詞
を
与
え
ら
れ
た
存
在
と
し
て
、「
川
口
造
船
所
」
が
『
酸
素
』
よ
り
突
出
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
「
川
口
造
船
所
」
で
建
艦
さ
れ
て
い
る
「
航
空
母
艦
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
酸
素
』
序
盤
、
第
二
章
、「
あ
れ
は
川
口
造
船
所
が
東
洋
一
と
威
張
っ
て
る
船
台
だ
が
、
あ
そ
こ
で
帝
国
海
軍
は
鳳
鶴
と
か
い
う
で
っ
か
な
航
空
母
艦
を
作
っ
て
る
」
と
い
う
コ
ラ
ン
の
発
言
に
よ
っ
て
、「
鳳
鶴
」
と
い
う
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。『
酸
素
』
は
、
俯
瞰
的
に
見
渡
し
た
神
戸
の
街
か
ら
、
神
戸
を
端
的
に
表
象
す
る
も
の
と
し
て
、「
航
空
母
艦
」「
鳳
鶴
」
を
建
艦
中
の
「
川
口
造
船
所
」
を
抽
出
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
実
は
、『
酸
素
』
の
小
説
内
現
在
で
あ
る
一
九
四
〇
年
当
時
、
神
戸
の
造
船
所
で
は
航
空
母
艦
を
建
艦
中
で
あ
っ
た
。「
川
口
造
船
所
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
川
崎
重
工
業
神
戸
造
船
所
で
は
、
空
母
・
瑞
鶴
を
建
艦
中
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
海
軍
は
戦
艦
、
航
空
母
艦
、
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
な
ど
、
数
々
の
艦
艇
を
保
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
巨
大
に
し
て
か
つ
建
艦
に
は
高
度
な
技
術
を
要
す
る
戦
艦
と
航
空
母
艦
の
建
艦
過
程
に
は
、
あ
る
特
徴
が
あ
っ
た
。
戦
艦
の
場
合
、
三
笠
を
始
め
と
し
て
日
露
戦
争
時
の
戦
艦
は
、
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
建
鑑
を
発
注
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
艦
・
薩
摩
建
艦
以
降
（
一
九
一
〇
年
三
月
竣
工
）、
帝
国
海
軍
は
戦
艦
を
日
本
国
内
で
建
艦
す
る
よ
う
に
な
る
。
戦
前
、
日
本
に
お
い
て
戦
艦
を
建
艦
し
た
都
市
は
、
海
軍
工
廠
の
あ
っ
た
横
須
賀
と
呉
、
そ
し
て
長
崎
と
神
戸
の
四
都
市
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
と
神
戸
の
川
崎
重
工
業
神
戸
造
船
所
は
、
民
間
企
業
と
し
て
戦
艦
建
艦
の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
あ
る
⑽
。
航
空
母
艦
の
建
艦
状
況
も
、
戦
艦
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
帝
国
海
軍
、
最
初
の
航
空
母
艦
で
あ
る
赤
城
は
呉
海
軍
工
廠
で
建
艦
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
城
以
降
、
日
本
国
内
で
建
艦
さ
れ
た
航
空
母
艦
は
、
横
須
賀
、
呉
の
海
軍
工
廠
か
、
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
、
川
崎
重
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
二
工
業
神
戸
造
船
所
の
い
ず
れ
か
で
建
艦
さ
れ
て
い
る
⑾
。
た
だ
神
戸
は
、
横
須
賀
や
呉
、
長
崎
と
は
都
市
の
規
模
が
違
う
。
他
の
三
都
市
と
比
べ
、
神
戸
は
圧
倒
的
に
大
き
く
、
大
き
い
が
故
に
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
も
多
様
化
し
、
例
え
ば
横
須
賀
の
よ
う
に
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
回
収
さ
れ
て
い
か
な
い
⑿
。
し
か
し
、
戦
艦
・
航
空
母
艦
の
建
艦
を
担
っ
た
川
崎
重
工
業
神
戸
造
船
所
を
有
す
る
神
戸
は
、〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
神
戸
と
い
う
近
代
都
市
の
成
り
立
ち
を
考
え
て
み
れ
ば
、
平
清
盛
の
福
原
京
以
来
、
神
戸
を
歴
史
の
表
舞
台
に
引
っ
張
り
出
し
た
の
は
、
一
八
六
四
年
に
設
置
さ
れ
た
神
戸
海
軍
操
練
所
で
あ
っ
た
。
実
は
神
戸
と
い
う
近
代
都
市
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
に
、
海
軍
は
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
『
酸
素
』
は
、「
航
空
母
艦
」
を
建
艦
す
る
「
川
口
造
船
所
」
を
、
他
の
神
戸
を
表
象
す
る
も
の
か
ら
突
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
舞
台
と
し
た
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
よ
う
図
っ
て
い
る
。
阪
神
の
海
に
碇
泊
し
た
聯
合
艦
隊
を
見
る
と
、
地
面
に
唾
を
吐
い
た
。
『
酸
素
』
で
神
戸
を
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
は
、
何
も
「
航
空
母
艦
」「
鳳
鶴
」
を
建
艦
す
る
「
川
口
造
船
所
」
だ
け
で
は
な
い
。『
酸
素
』
に
お
い
て
「
聯
合
艦
隊
」
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
阪
神
の
海
」
に
碇
泊
し
て
い
る
。『
酸
素
』
は
、
帝
国
海
軍
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
聯
合
艦
隊
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
阪
神
の
海
」
に
碇
泊
さ
せ
る
こ
と
で
、
小
説
世
界
と
帝
国
海
軍
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
戸
を
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
『
酸
素
』
は
、
そ
の
第
十
一
章
で
、
神
戸
を
離
れ
、
京
都
に
舞
台
を
移
す
こ
と
と
な
る
。
で
は
、
な
ぜ
『
酸
素
』
は
第
十
一
章
で
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
離
れ
、
京
都
に
舞
台
を
移
し
た
の
か
。『
酸
素
』
で
京
都
は
具
体
的
に
ど
う
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
か
検
証
し
、『
酸
素
』
が
京
都
を
舞
台
と
し
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
き
た
い
。
東
京
の
酸
素
特
約
店
主
岩
本
大
蔵
が
、
京
都
で
客
を
す
る
の
は
、
祇
園
の
勝
き
ぬ
に
き
ま
っ
て
い
た
。
女
将
の
お
さ
と
は
鰹
節
し
か
売
ら
な
か
っ
た
岩
本
商
店
の
先
代
を
知
っ
て
い
て
、
四
十
歳
に
な
る
禿
頭
の
大
蔵
を
「
若
旦
那
」
と
呼
ん
で
い
た
。
知
恩
院
の
裏
山
か
ら
流
れ
出
て
、
こ
の
遊
興
地
を
貫
く
小
流
を
臨
ん
だ
奥
座
敷
に
は
、
瀬
川
と
雅
子
の
ほ
か
に
、
も
う
一
人
客
が
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
三
あ
っ
た
。
陸
軍
中
佐
宮
崎
亀
太
郎
は
三
十
六
歳
の
肥
っ
た
小
男
で
、
眉
間
の
縦
皺
が
目
立
っ
て
い
た
。
岩
本
が
昭
和
十
二
年
に
蘇
州
の
兵
站
部
の
主
計
少
尉
だ
っ
た
時
、
宮
崎
の
阿
片
売
買
の
た
め
在
庫
の
小
麦
を
見
返
り
に
役
立
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
利
益
は
無
論
宮
崎
の
属
す
る
特
務
機
関
の
機
密
費
を
賄
う
た
め
だ
っ
た
が
、
一
部
は
無
論
岩
本
の
手
に
入
っ
て
内
地
に
送
ら
れ
、
岩
本
商
店
の
問
屋
経
済
を
潤
す
の
に
役
立
っ
た
。
こ
こ
で
、
京
都
祇
園
の
お
茶
屋
「
勝
き
ぬ
」
に
集
う
人
々
│
│
「
日
仏
酸
素
」
取
締
役
兼
営
業
部
長
の
瀬
川
敏
樹
を
始
め
と
す
る
人
々
│
│
は
、「
日
仏
酸
素
」
乗
っ
取
り
計
画
の
密
議
を
開
い
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
な
ぜ
神
戸
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
京
都
で
、「
日
仏
酸
素
」
乗
っ
取
り
計
画
の
密
議
を
開
い
た
の
か
。
瀬
川
た
ち
に
よ
る
「
日
仏
酸
素
」
乗
っ
取
り
計
画
は
参
謀
本
部
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
謀
本
部
は
言
う
ま
で
も
な
く
帝
国
陸
軍
の
機
関
だ
│
│
帝
国
海
軍
で
は
軍
令
部
が
そ
れ
に
あ
た
る
│
│
。
本
稿
は
、『
酸
素
』
が
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
〈
海
軍
都
市
〉
を
浮
上
さ
せ
て
く
る
と
述
べ
て
き
た
が
、
帝
国
陸
軍
の
謀
略
の
た
め
の
密
議
が
│
│
帝
国
海
軍
の
不
利
益
に
も
繋
が
る
密
議
が
│
│
、
帝
国
海
軍
が
絶
対
的
勢
力
を
誇
る
〈
海
軍
都
市
〉
で
開
催
で
き
る
わ
け
も
な
い
。
瀬
川
た
ち
が
彼
ら
の
本
拠
地
で
あ
る
神
戸
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
京
都
で
密
議
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
神
戸
が
帝
国
陸
軍
に
と
っ
て
密
議
を
開
く
の
に
は
不
可
能
な
〈
海
軍
都
市
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
浮
上
さ
せ
て
く
る
。『
酸
素
』
は
神
戸
を
離
れ
、
敢
え
て
一
時
、
京
都
に
舞
台
を
移
す
こ
と
で
、
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
確
実
に
浮
上
さ
せ
る
よ
う
図
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、『
酸
素
』
が
第
十
一
章
を
例
外
と
し
て
、
神
戸
と
い
う
都
市
に
そ
の
舞
台
設
定
を
限
定
し
、
そ
の
小
説
世
界
を
展
開
さ
せ
て
い
る
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
神
戸
に
舞
台
設
定
を
限
定
す
る
『
酸
素
』
は
、
主
要
登
場
人
物
の
設
定
で
、
誰
一
人
神
戸
出
身
者
を
設
定
し
て
い
な
い
。
な
ら
ば
、
主
要
登
場
人
物
が
神
戸
出
身
者
で
は
な
い
と
い
う
『
酸
素
』
の
設
定
は
、
そ
の
小
説
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。
『
酸
素
』
の
主
人
公
・
井
上
良
吉
は
東
京
「
麹
町
」
に
「
屋
敷
」
を
持
つ
家
庭
に
育
っ
た
人
間
で
、
序
盤
に
お
い
て
は
「
い
っ
そ
の
こ
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
四
と
今
夜
こ
の
ま
ま
東
京
に
行
っ
て
し
ま
お
う
か
」
と
さ
え
思
う
人
間
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
瀬
川
頼
子
は
「
寝
室
を
、
東
京
の
実
家
か
ら
送
ら
せ
た
家
具
で
飾
」
る
よ
う
な
人
間
で
、
神
戸
に
住
ん
で
い
て
も
、
東
京
と
い
う
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
身
に
纏
お
う
と
し
て
い
る
。
頼
子
の
夫
、
瀬
川
は
「
東
北
の
地
主
」
の
家
に
生
ま
れ
て
い
る
し
、「
ミ
モ
ザ
の
会
」
の
首
唱
者
・
勝
田
延
雄
は
「
東
京
の
小
さ
な
製
薬
工
場
主
の
次
男
」
で
あ
る
│
│
そ
も
そ
も
「
ミ
モ
ザ
の
会
」
そ
の
も
の
が
「
生
活
の
必
要
か
ら
関
西
に
住
ん
で
い
る
人
間
が
、
月
に
一
回
東
京
弁
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
と
い
う
の
が
、
会
の
趣
旨
」
で
あ
っ
た
│
│
。
『
酸
素
』
の
主
要
登
場
人
物
で
、
藤
井
雅
子
だ
け
が
「『
酸
素
』
創
作
ノ
ー
ト
」
で
「
京
都
の
旧
い
宿
屋
の
娘
」⒀
と
記
さ
れ
、
一
応
 
関
西
人

と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
花
崎
は
 
関
西
人

と
い
う
雅
子
の
設
定
と
、
雅
子
が
時
折
関
西
弁
を
喋
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
雅
子
を
「「
東
京
弁
」「
東
京
の
人
」
へ
の
嫌
悪
」
を
持
つ
人
間
と
指
摘
し
て
い
る
⒁
。
確
か
に
最
終
章
に
お
け
る
、
雅
子
の
「
ほ
ん
と
東
京
の
人
て
嫌
い
」「
神
戸
に
住
ん
で
い
る
東
京
の
人
、
特
に
好
か
ん
わ
。
も
っ
と
も
ら
し
い
東
京
弁
で
」
と
い
う
発
言
か
ら
は
、
雅
子
が
「「
東
京
弁
」「
東
京
の
人
」
へ
の
嫌
悪
を
爆
発
」
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
稿
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
雅
子
の
「「
東
京
弁
」「
東
京
人
」
へ
の
嫌
悪
」
と
い
う
設
定
よ
り
も
、
む
し
ろ
雅
子
が
 
関
西
人

で
あ
っ
て
も
京
都
の
出
身
者
で
あ
っ
て
、
決
し
て
神
戸
の
出
身
者
で
は
な
い
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
 
関
西
人

に
よ
る
「「
東
京
弁
」「
東
京
人
」
へ
の
嫌
悪
」
の
発
露
で
あ
っ
て
も
、
京
都
人
に
よ
る
そ
れ
と
神
戸
人
に
よ
る
そ
れ
と
で
は
、
明
ら
か
に
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
人
に
は
、
首
都
を
東
京
に
奪
わ
れ
た
と
い
う
、
神
戸
人
に
は
な
い
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。
と
も
か
く
京
都
人
の
雅
子
も
含
め
て
、
神
戸
に
生
を
受
け
て
い
な
い
『
酸
素
』
の
主
要
登
場
人
物
は
、
神
戸
と
い
う
都
市
へ
の
愛
着
を
口
に
す
る
こ
と
な
ど
な
い
。
例
え
ば
瀬
川
は
「
神
戸
な
ん
て
、
ど
う
せ
一
時
の
住
ま
い
で
す
か
ら
ね
」
と
、
神
戸
を
突
き
放
す
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。『
酸
素
』
で
は
、
主
要
登
場
人
物
の
誰
も
が
神
戸
出
身
者
で
は
な
く
、
彼
ら
が
神
戸
と
い
う
都
市
に
対
し
愛
着
を
示
さ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
近
代
神
戸
を
彩
っ
た
プ
ラ
ス
要
素
は
│
│
ハ
イ
カ
ラ
な
国
際
都
市
と
い
っ
た
表
象
や
、
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
近
代
神
戸
を
彩
っ
た
独
特
の
風
俗
は
│
│
、
決
し
て
『
酸
素
』
か
ら
浮
上
し
て
こ
な
い
。『
酸
素
』
に
お
い
て
、
神
戸
と
い
う
都
市
を
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
五
表
象
す
る
事
象
は
〈
海
軍
都
市
〉
以
外
、
浮
上
し
て
く
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
〈
海
軍
都
市
〉
以
外
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
浮
上
さ
せ
な
い
『
酸
素
』
と
い
う
小
説
の
一
端
は
、『
酸
素
』
の
タ
イ
ト
ル
に
も
採
ら
れ
た
、
「
日
仏
酸
素
」
の
「
事
務
所
」
の
描
写
か
ら
も
窺
え
る
。「
日
仏
酸
素
株
式
会
社
」
は
「
旧
居
留
地
内
」
の
「
三
階
建
」
の
建
物
を
「
占
拠
」
し
て
い
た
と
さ
れ
、
現
在
の
旧
居
留
地
３８
番
館
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
⒂
。
旧
居
留
地
３８
番
館
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
設
計
を
手
掛
け
た
建
物
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
往
年
の
姿
を
と
ど
め
、
神
戸
の
建
築
史
を
物
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
建
築
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
酸
素
』
は
、「
日
仏
酸
素
株
式
会
社
」
が
「
占
拠
」
す
る
そ
の
建
物
を
、
殊
更
に
強
調
し
て
語
る
こ
と
な
ど
し
な
い
。「
日
仏
酸
素
株
式
会
社
」
の
建
物
は
、
詳
細
な
描
写
を
施
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
淡
々
と
必
要
以
上
の
こ
と
は
描
写
さ
れ
ず
に
、
旧
居
留
地
の
一
角
に
埋
没
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。『
酸
素
』
は
「
日
仏
酸
素
株
式
会
社
」
の
建
物
に
詳
細
な
描
写
を
施
さ
な
い
こ
と
で
、
神
戸
と
い
う
都
市
に
花
開
い
た
建
築
文
化
の
様
相
が
小
説
世
界
の
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
本
節
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、「
川
口
造
船
所
」「
聯
合
艦
隊
」「
第
十
一
章
に
お
け
る
京
都
と
い
う
舞
台
設
定
」
な
ど
、
『
酸
素
』
は
、
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
あ
る
方
向
に
導
く
た
め
に
様
々
な
仕
掛
け
を
設
け
て
い
る
。
一
方
で
『
酸
素
』
は
、
主
要
登
場
人
物
を
神
戸
出
身
者
で
は
な
い
と
設
定
し
、
ま
た
近
代
神
戸
に
花
開
い
た
文
化
の
一
端
を
描
写
し
な
い
こ
と
で
、
導
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
以
外
の
方
向
に
神
戸
が
誘
導
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
け
ら
れ
た
仕
掛
け
や
払
わ
れ
た
注
意
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、『
酸
素
』
に
描
き
出
さ
れ
た
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
は
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
３
そ
の
小
男
は
舷
側
に
も
た
れ
、
陸
を
眺
め
て
い
た
。
海
は
ま
だ
暗
か
っ
た
。
波
を
消
さ
れ
た
港
の
水
が
拡
が
っ
て
い
た
。
ド
ッ
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
六
ク
、
突
堤
、
倉
庫
、
起
重
機
、
煙
突
な
ど
、
港
の
水
際
を
形
づ
く
る
建
造
物
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
色
と
光
度
の
灯
火
を
、
飾
花
の
よ
う
に
つ
け
た
ま
ま
、
次
第
に
輪
郭
を
現
わ
そ
う
と
し
て
い
た
。
遠
く
背
景
の
六
甲
の
山
は
、
茜
色
に
明
け
か
け
る
四
月
の
空
に
影
絵
を
描
き
、
そ
の
襞
の
文
様
を
次
第
に
現
わ
し
て
行
く
つ
も
り
ら
し
か
っ
た
。
小
男
の
妻
と
子
は
、
い
ま
、
こ
の
陸
の
ど
こ
か
で
、
眠
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
三
年
会
っ
て
い
な
か
っ
た
。
妻
は
彼
が
帰
れ
な
い
理
由
を
知
っ
て
い
る
が
、
子
供
は
理
解
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
等
は
不
幸
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
天
皇
の
名
の
下
に
、
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
陸
の
住
人
の
大
多
数
に
比
べ
て
、
特
に
不
幸
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
小
男
は
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
い
ま
彼
が
こ
の
陸
の
沖
ま
で
来
た
の
は
、
家
へ
帰
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
『
酸
素
』
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
一
人
の
小
男
が
「
舷
側
に
も
た
れ
」、
船
上
よ
り
明
け
方
の
神
戸
の
街
を
見
て
い
る
。
こ
の
小
男
が
「
天
皇
の
名
の
下
に
、
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
陸
の
住
人
の
大
多
数
」
と
感
慨
に
浸
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
男
は
左
翼
思
想
の
持
ち
主
だ
と
類
推
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
小
男
は
左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
小
男
の
名
は
立
花
弘
と
い
う
。「
三
年
前
の
大
阪
本
部
検
挙
事
件
に
洩
れ
た
」
立
花
は
、
妻
子
を
神
戸
に
残
し
て
上
海
へ
と
逃
れ
た
。
そ
し
て
立
花
は
、
三
年
ぶ
り
に
妻
子
の
い
る
神
戸
に
戻
っ
て
来
た
。
し
か
し
立
花
は
、
神
戸
の
街
に
上
陸
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
海
上
か
ら
神
戸
の
街
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
立
花
は
神
戸
の
街
に
上
陸
す
る
こ
と
を
選
択
し
な
い
の
か
。
立
花
は
神
戸
に
上
陸
す
れ
ば
「
面
倒
で
あ
る
」
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
立
花
は
神
戸
に
上
陸
し
な
い
。
立
花
は
神
戸
が
自
分
を
排
除
す
る
都
市
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
支
配
す
る
帝
国
海
軍
は
、
帝
国
陸
軍
よ
り
も
国
際
的
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ
た
と
一
般
的
に
は
流
布
さ
れ
て
い
る
が
│
│
帝
国
海
軍
を
帝
国
陸
軍
よ
り
国
際
的
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ
た
と
す
る
 
海
軍
史
観

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
│
│
、
帝
国
海
軍
が
軍
隊
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
帝
国
陸
軍
と
同
様
、
暴
力
装
置
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
立
花
の
よ
う
な
思
想
│
│
「
こ
の
陸
の
住
人
の
大
多
数
」
は
「
天
皇
の
名
の
下
に
」
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
に
「
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
七
る
」
と
す
る
思
想
│
│
は
、
帝
国
海
軍
に
と
っ
て
も
厄
介
で
、
排
除
す
べ
き
思
想
で
あ
る
。
も
し
も
立
花
の
よ
う
な
思
想
の
持
ち
主
が
神
戸
に
上
陸
し
て
、
思
想
活
動
を
行
う
と
す
る
な
ら
ば
、
帝
国
海
軍
は
自
ら
と
は
相
容
れ
ぬ
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
立
花
を
全
力
で
排
除
す
る
方
向
に
動
く
で
あ
ろ
う
。
立
花
は
自
ら
の
思
想
が
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
は
相
容
れ
ぬ
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
妻
子
を
神
戸
に
残
し
て
上
海
へ
と
逃
亡
し
た
。
立
花
が
神
戸
に
上
陸
せ
ず
に
、
神
戸
「
沖
」
で
「
岡
部
」
と
い
う
男
が
来
る
の
を
「
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
神
戸
が
左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
立
花
を
排
除
し
、
決
し
て
受
け
い
れ
よ
う
と
は
せ
ぬ
〈
海
軍
都
市
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
浮
上
さ
せ
て
く
る
。
た
だ
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
に
お
い
て
、
左
翼
勢
力
は
壊
滅
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
細
々
と
し
た
状
態
で
は
あ
る
が
、
確
か
に
左
翼
組
織
は
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
神
戸
の
中
心
に
お
い
て
、
左
翼
組
織
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
大
手
を
振
っ
て
左
翼
思
想
を
喧
伝
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
帝
国
海
軍
が
絶
対
的
勢
力
を
誇
る
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
に
お
い
て
、
左
翼
組
織
の
人
々
は
「
地
下
」
に
潜
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
松
久
作
は
「
地
下
」
に
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
左
翼
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
神
戸
の
左
翼
組
織
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
高
松
に
つ
い
て
良
吉
は
「
な
か
な
か
性
根
の
据
わ
っ
た
人
物
で
、（
中
略
）
地
下
の
炬
火
送
り
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。
た
だ
高
松
は
、
良
吉
の
評
価
と
は
裏
腹
に
、
自
ら
の
「
非
力
」
を
認
識
し
て
い
る
し
、
上
海
へ
と
逃
亡
し
た
立
花
が
話
題
に
上
っ
た
と
き
、
以
下
の
よ
う
に
感
情
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
「
し
か
し
立
花
は
転
向
者
を
信
用
し
た
ら
あ
か
ん
、
い
う
て
ま
し
た
」
と
秀
子
が
口
を
挿
ん
だ
。
「
わ
か
っ
て
る
」
と
高
松
は
焦
立
た
し
げ
に
叫
ん
だ
。「
立
花
さ
ん
は
偉
大
な
闘
士
さ
。
し
か
し
、
日
本
を
離
れ
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
、
や
は
り
離
れ
た
人
の
考
え
に
な
る
ん
だ
。
我
々
は
現
に
こ
の
大
弾
圧
の
中
に
い
る
ん
だ
か
ら
、
ど
ん
な
要
素
に
も
、
積
極
的
な
も
の
を
見
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
八
出
し
て
、
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
」
（
中
略
）
「
同
志
立
花
の
発
言
は
、
こ
の
さ
い
、
否
定
だ
け
だ
、
何
等
積
極
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
取
り
上
げ
る
に
値
し
な
い
と
思
う
。（
後
略
）」
高
松
は
立
花
の
こ
と
を
「
離
れ
た
人
」、「
取
り
上
げ
る
に
値
し
な
い
」
人
間
と
断
じ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
彼
は
立
花
の
妻
で
あ
っ
た
秀
子
に
立
花
の
名
前
を
出
さ
れ
た
だ
け
で
、「
焦
立
た
し
げ
に
叫
ん
」
で
し
ま
う
。
立
花
の
名
前
を
耳
に
し
て
「
焦
立
た
し
げ
に
叫
」
ぶ
高
松
の
様
子
か
ら
は
、「
大
弾
圧
の
中
」
に
あ
っ
て
「
積
極
的
な
も
の
」
を
見
出
せ
ず
に
も
が
い
て
い
る
、
神
戸
の
左
翼
組
織
の
現
状
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
積
極
的
な
も
の
」
を
見
出
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
も
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
の
左
翼
組
織
は
時
折
会
合
を
開
い
て
い
る
。
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
左
翼
組
織
の
会
合
の
内
容
よ
り
も
、
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
く
、
そ
の
場
所
で
あ
る
。
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
く
場
所
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
次
の
会
合
は
電
休
の
日
曜
日
、
須
磨
の
裏
山
で
持
た
れ
た
。
引
用
個
所
で
記
さ
れ
た
「
須
磨
の
裏
山
」
以
外
で
、
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
く
場
所
と
し
て
「
甲
山
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
「
麹
町
」
育
ち
で
あ
る
良
吉
は
│
│
高
級
住
宅
街
で
あ
っ
た
「
麹
町
」
出
身
と
い
う
こ
と
で
良
吉
が
良
家
の
出
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
│
│
、
自
身
が
参
加
し
た
左
翼
組
織
の
会
合
が
開
か
れ
た
場
所
に
つ
い
て
「
神
戸
裏
山
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
く
場
所
が
「
神
戸
裏
山
」
で
あ
り
、「
須
磨
の
裏
山
」
で
あ
り
、「
甲
山
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。『
酸
素
』
で
は
、
神
戸
の
中
心
で
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
く
こ
と
な
ど
許
さ
れ
て
い
な
い
。
神
戸
の
中
心
で
左
翼
組
織
が
会
合
を
開
こ
う
も
の
な
ら
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
支
配
す
る
組
織
│
│
帝
国
海
軍
│
│
は
、
全
力
で
牙
を
む
い
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
左
翼
組
織
は
神
戸
の
周
辺
に
逃
れ
て
会
合
を
開
か
ざ
る
を
得
な
い
し
、
言
い
換
え
る
な
ら
、『
酸
素
』
か
ら
浮
上
し
て
く
る
〈
海
軍
都
市
〉
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
二
九
神
戸
は
、
左
翼
組
織
の
会
合
開
催
を
、
中
心
か
ら
そ
の
周
辺
へ
と
追
い
や
る
よ
う
仕
向
け
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
は
、
そ
の
都
市
理
念
と
は
明
ら
か
に
相
反
す
る
左
翼
思
想
を
排
除
す
る
か
、
も
し
く
は
そ
れ
を
周
辺
へ
と
追
い
や
っ
て
、
決
し
て
中
心
部
に
侵
入
し
て
く
る
こ
と
を
許
さ
な
い
都
市
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
に
お
い
て
周
辺
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
く
思
想
は
、
何
も
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
の
都
市
理
念
と
は
明
ら
か
に
相
反
す
る
左
翼
思
想
だ
け
で
は
な
い
。
左
翼
思
想
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
、 
穏
健
な
自
由
主
義

と
で
も
表
す
べ
き
思
想
も
、
そ
れ
が
反
軍
的
思
想
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
か
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
で
は
周
辺
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。
以
下
、 
穏
健
な
自
由
主
義

が
神
戸
で
は
周
辺
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
く
、
そ
の
様
を
見
て
い
こ
う
。
前
節
で
も
触
れ
た
「
ミ
モ
ザ
の
会
」
は
「
Ｎ
大
学
」
出
身
者
で
、
現
在
は
関
西
に
住
ん
で
い
る
「
東
京
人
」
の
集
ま
り
で
あ
り
、
勝
田
が
そ
の
首
唱
者
で
あ
る
。
こ
の
「
ミ
モ
ザ
の
会
」
に
は
「
Ｎ
大
学
」
出
身
の
良
吉
や
瀬
川
の
他
、
あ
る
人
物
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
が
元
外
交
官
の
阿
蘇
竜
介
だ
。
阿
蘇
は
「
五
十
六
歳
の
元
駐
白
大
使
」
で
あ
る
。
阿
蘇
は
「
帯
剣
の
柄
を
握
っ
て
外
交
を
論
じ
る
軍
人
達
の
ど
ら
声
を
聞
く
の
に
疲
れ
、
ま
た
結
局
の
と
こ
ろ
軍
人
的
下
剋
上
の
風
潮
に
感
染
し
て
い
る
事
務
官
達
に
愛
想
を
つ
か
し
て
」、「
二
年
前
外
務
省
の
閑
職
を
辞
し
、
東
京
の
家
を
売
り
払
っ
て
、
住
友
財
閥
の
支
流
で
あ
る
豊
中
の
妻
の
実
家
の
一
棟
」
に
移
り
住
ん
で
、
今
は
「
静
か
に
形
勢
を
観
望
」
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
阿
蘇
は
共
産
国
家
・
ソ
連
を
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
同
様
「
全
体
主
義
国
家
」
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
決
し
て
左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
は
な
い
。
阿
蘇
を
左
右
い
ず
れ
の
全
体
主
義
も
嫌
う
 
穏
健
な
自
由
主
義
者

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
軍
人
達
の
ど
ら
声
」
を
嫌
い
、「
軍
人
的
下
剋
上
の
風
潮
に
感
染
し
て
い
る
事
務
官
達
に
愛
想
を
つ
か
し
」
た
阿
蘇
は
、
反
軍
的
思
想
の
持
ち
主
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
帝
国
海
軍
は
軍
隊
で
あ
る
か
ら
、
阿
蘇
の
反
軍
的
思
想
は
帝
国
海
軍
に
と
っ
て
も
厄
介
な
思
想
で
あ
る
。 〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
〇
反
軍
的
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
阿
蘇
は
、「
ミ
モ
ザ
の
会
」
で
『
酸
素
』
の
小
説
内
現
在
の
《
政
治
》
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
披
歴
し
て
い
る
。
「
私
は
お
国
の
そ
の
方
針
（
引
用
者
注
：
い
わ
ゆ
る
「
南
進
論
」
の
こ
と
）
が
間
違
い
だ
と
思
う
ん
で
す
」
と
阿
蘇
は
い
っ
た
。「
お
国
は
鉄
か
ら
石
油
ま
で
、
六
割
は
米
国
と
英
国
の
植
民
地
に
依
存
し
て
い
る
。
依
存
し
な
が
ら
そ
の
物
資
で
軍
備
を
拡
大
し
、
軍
備
の
威
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
、
さ
ら
に
物
資
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
無
理
な
話
は
な
い
。
今
に
米
国
と
英
国
も
い
や
だ
と
い
う
に
き
ま
っ
て
る
。
衝
突
す
れ
ば
輸
入
は
途
絶
え
る
。
そ
う
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」
「
ど
う
で
す
か
ね
。
民
主
主
義
国
家
は
主
義
の
国
で
す
。
日
本
が
ド
イ
ツ
と
の
三
国
同
盟
を
閣
議
に
上
せ
て
る
以
上
、
勘
弁
し
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
」
「
そ
の
政
府
が
心
配
な
ん
で
す
よ
。
私
は
英
米
の
実
力
を
知
っ
て
ま
す
」
こ
こ
で
披
歴
さ
れ
た
、
阿
蘇
の
《
政
治
》
へ
の
見
解
は
、
現
実
認
識
に
則
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、 
穏
健
な
自
由
主
義

に
基
づ
く
そ
れ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
阿
蘇
の
見
解
の
内
容
よ
り
も
、 
穏
健
な
自
由
主
義
者

阿
蘇
が
見
解
を
披
歴
し
た
、
そ
の
場
所
で
あ
る
。
「
ミ
モ
ザ
の
会
」
が
開
催
さ
れ
る
の
は
「
夙
川
」
で
あ
る
。「
夙
川
」
は
現
在
の
行
政
区
分
で
は
兵
庫
県
西
宮
市
に
位
置
し
、
神
戸
の
東
、
阪
神
間
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
。
決
し
て
神
戸
の
中
心
に
あ
る
場
所
で
は
な
い
。
先
に
左
翼
組
織
の
会
合
が
「
甲
山
」
で
開
催
さ
れ
た
と
述
べ
た
が
、「
夙
川
」
は
「
甲
山
」
を
間
近
に
の
ぞ
む
こ
と
が
出
来
る
場
所
で
も
あ
る
。「
甲
山
」
を
神
戸
の
周
辺
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、「
夙
川
」
も
神
戸
の
周
辺
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
 
穏
健
な
自
由
主
義
者

阿
蘇
は
、
神
戸
の
周
辺
「
夙
川
」
で
、
自
ら
の
思
想
に
基
づ
き
《
政
治
》
を
批
評
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
酸
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
一
素
』
が
そ
の
舞
台
と
し
て
設
定
し
た
神
戸
は
、
そ
の
中
心
で
「
軍
人
達
の
ど
ら
声
」
を
嫌
い
、「
軍
人
的
下
剋
上
の
風
潮
に
感
染
し
て
い
る
事
務
官
達
に
愛
想
を
つ
か
し
」
た
阿
蘇
が
《
政
治
》
を
批
評
す
る
こ
と
な
ど
許
さ
な
い
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
阿
蘇
は
『
酸
素
』
最
終
章
に
お
い
て
も
、
有
田
外
相
の
『
国
際
情
勢
と
帝
国
の
立
場
』
と
い
う
特
別
放
送
を
 
穏
健
な
自
由
主
義

の
立
場
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
外
交
は
戦
争
を
避
け
る
技
術
と
い
う
古
い
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
も
と
の
同
僚
の
有
田
が
、「
国
運
を
賭
す
の
も
辞
さ
な
い
」
と
、
た
と
え
ど
ん
な
陸
軍
の
干
渉
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
い
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
許
せ
な
か
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
気
違
い
戦
争
を
と
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
国
の
主
導
権
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
彼
の
意
見
で
あ
る
。
あ
の
回
想
録
屋
は
ま
た
一
つ
悲
壮
な
る
回
想
録
を
書
く
た
め
に
、
軍
需
資
材
の
大
蓄
積
と
大
消
耗
を
計
画
す
る
に
き
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
戦
争
は
長
び
き
、
そ
れ
だ
け
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
屋
が
肥
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
和
睦
し
た
が
っ
て
い
る
の
な
ら
、
何
故
和
睦
し
な
い
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
ソ
連
の
方
へ
向
い
て
、
全
体
主
義
国
家
同
士
、
狂
犬
の
よ
う
に
嚙
み
合
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
少
な
く
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
は
守
れ
る
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス
は
見
殺
し
に
す
れ
ば
い
い
。
あ
れ
は
ど
う
せ
亡
び
た
国
な
ん
だ
。
引
用
箇
所
で
阿
蘇
は
 
穏
健
な
自
由
主
義

に
基
づ
く
「
形
勢
の
観
望
」
を
「
六
甲
山
上
」
で
行
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
阿
蘇
は
「
戦
争
」
に
対
す
る
「
外
交
」
の
優
越
を
説
い
た
《
政
治
》
論
を
、
神
戸
の
周
辺
、「
六
甲
山
上
」
で
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
「
豊
中
の
妻
の
実
家
の
一
棟
」
に
住
む
阿
蘇
は
、「
夙
川
」
や
「
六
甲
山
上
」
へ
は
赴
く
が
、
決
し
て
神
戸
の
中
心
に
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
阿
蘇
が
神
戸
の
中
心
に
足
を
踏
み
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
裏
を
返
せ
ば
、
神
戸
が
阿
蘇
に
、
神
戸
の
中
心
に
近
付
か
な
い
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
で
絶
対
的
勢
力
を
誇
る
帝
国
海
軍
は
、
阿
蘇
が
「
軍
人
達
の
ど
ら
声
」
を
嫌
う
反
軍
的
思
想
の
持
ち
主
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
が
神
戸
の
中
心
へ
侵
入
し
て
来
る
こ
と
な
ど
許
さ
な
い
。
帝
国
海
軍
は
、
阿
蘇
が
「
戦
争
」
を
「
避
け
」、「
外
交
」
に
重
き
を
置
く
よ
う
な
反
戦
、
反
軍
的
思
想
の
持
ち
主
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
二
蘇
を
神
戸
の
中
心
か
ら
そ
の
周
辺
へ
と
追
い
や
る
よ
う
仕
向
け
て
い
く
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
は
、
左
翼
思
想
で
あ
ろ
う
と
、 
穏
健
な
自
由
主
義

で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
思
想
の
過
激
度
に
か
か
わ
り
な
く
、
神
戸
の
中
心
で
、
戦
争
を
批
判
す
る
言
動
が
公
然
と
披
歴
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
し
て
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
の
支
配
者
で
あ
る
帝
国
海
軍
は
、
戦
争
批
判
者
や
反
軍
的
思
想
の
持
ち
主
に
対
し
、
神
戸
の
中
心
へ
侵
入
し
て
来
る
こ
と
な
ど
許
さ
ず
に
、
彼
ら
を
排
除
す
る
方
向
に
動
く
か
、
彼
ら
を
神
戸
の
中
心
か
ら
そ
の
周
辺
へ
と
追
い
や
る
よ
う
機
能
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
４
『
酸
素
』
最
終
章
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
急
速
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
海
軍
主
計
中
尉
の
西
海
だ
。
西
海
は
、『
酸
素
』
序
盤
に
お
い
て
「
や
わ
ら
か
い
東
京
弁
」
を
喋
り
、「
笑
顔
」
を
見
せ
、
あ
る
い
は
「
新
卒
業
生
風
の
控
え
目
な
態
度
」
を
し
て
登
場
し
て
い
る
│
│
良
吉
や
瀬
川
と
同
様
、「
Ｎ
大
学
」
出
身
で
あ
る
西
海
に
は
、
い
か
に
も
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
初
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
│
│
。
し
か
し
最
終
章
で
、
西
海
は
自
ら
の
思
想
を
間
接
的
に
披
歴
し
つ
つ
、
そ
の
本
性
を
露
わ
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
必
ず
し
も
陸
軍
と
は
限
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
西
海
が
い
っ
た
。「
海
軍
の
若
手
の
間
に
、
蘭
印
占
領
を
主
張
す
る
も
の
が
い
る
そ
う
で
す
。
蘭
印
さ
え
取
っ
て
し
ま
え
ば
、
輸
出
制
限
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
と
面
倒
な
交
渉
を
す
る
必
要
は
な
い
そ
う
で
す
」
西
海
の
「
南
進
論
」
の
披
歴
は
、
阿
蘇
を
し
て
「
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
」
と
思
わ
し
め
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
西
海
は
こ
の
発
言
以
降
、
阿
蘇
に
よ
っ
て
「
海
軍
の
右
翼
」
と
規
定
さ
れ
て
い
く
。
西
海
の
『
酸
素
』
最
終
章
お
け
る
思
想
の
披
歴
│
│
『
酸
素
』
最
終
章
に
お
い
て
西
海
が
本
性
を
露
わ
に
し
出
し
た
と
い
う
こ
と
│
│
は
、『
酸
素
』「
第
二
部
」
で
、
西
海
が
 
暗
躍

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
し
、
ま
た
西
海
の
よ
う
な
「
海
軍
の
右
翼
」
が
『
酸
素
』
の
前
面
に
押
し
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
三
支
配
す
る
帝
国
海
軍
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
で
は
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
支
配
す
る
帝
国
海
軍
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
詳
細
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
『
酸
素
』
の
小
説
内
現
在
は
、
一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
当
時
内
閣
の
首
班
は
、
海
軍
出
身
の
米
内
光
政
で
あ
っ
た
⒃
。
米
内
内
閣
の
懸
案
事
項
は
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
の
是
非
で
あ
り
、
米
内
首
相
は
日
独
伊
三
国
同
盟
に
対
し
、
反
対
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
日
独
伊
三
国
同
盟
に
つ
い
て
は
、
米
内
の
出
身
組
織
で
あ
る
帝
国
海
軍
に
も
推
進
派
は
存
在
し
て
い
た
。
三
国
同
盟
推
進
派
は
三
国
同
盟
反
対
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
米
内
を
突
き
上
げ
、
結
局
、
三
国
同
盟
推
進
派
の
突
き
上
げ
に
抗
し
き
れ
ず
に
、
米
内
は
首
相
を
辞
し
、
米
内
内
閣
は
瓦
解
す
る
。
続
く
近
衛
文
麿
内
閣
で
日
独
伊
三
国
同
盟
は
締
結
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
│
│
日
独
伊
三
国
同
盟
が
締
結
さ
れ
る
の
は
一
九
四
〇
年
九
月
二
十
七
日
│
│
、『
酸
素
』
は
、
こ
の
よ
う
な
一
九
四
〇
年
当
時
の
《
政
治
》
を
踏
ま
え
て
い
る
。
『
酸
素
』
で
、
西
海
が
小
説
世
界
の
前
面
に
押
し
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
帝
国
海
軍
の
内
部
で
、
主
流
派
で
あ
っ
た
米
内
的
海
軍
│
│
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
を
阻
止
し
、
日
米
開
戦
も
回
避
し
よ
う
と
す
る
一
派
。 
条
約
派

と
呼
ば
れ
て
い
た
│
│
が
主
流
派
か
ら
引
き
、
代
わ
っ
て
西
海
的
海
軍
│
│
日
独
伊
三
国
同
盟
を
推
進
し
、
日
米
開
戦
も
辞
さ
な
い
と
い
う
一
派
。 
条
約
派

に
対
し
て
 
艦
隊
派

と
呼
ば
れ
て
い
た
│
│
が
覇
権
を
握
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
西
海
的
海
軍
が
帝
国
海
軍
内
部
で
覇
権
を
握
っ
た
結
果
、
帝
国
海
軍
も
日
米
開
戦
を
辞
さ
ず
と
い
う
方
向
に
舵
を
切
り
、
そ
れ
が
一
九
四
一
年
十
二
月
の
日
米
開
戦
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
吉
田
裕
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
戦
争
観
に
は
、
陸
軍
・
悪
玉
／
海
軍
・
善
玉
と
い
う
二
項
対
立
図
式
で
捉
え
る
 
海
軍
史
観

が
存
在
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
⒄
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
海
軍
を
善
玉
と
す
る
 
海
軍
史
観

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
そ
の
前
史
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
七
〇
年
代
に
本
格
的
に
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。 
海
軍
史
観

の
確
立
に
寄
与
し
た
具
体
的
作
品
名
を
あ
げ
て
 
海
軍
史
観

を
捉
え
る
な
ら
ば
、
阿
川
弘
之
『
山
本
五
十
六
』（
一
九
六
五
年
十
一
月
、
新
潮
社
）
や
小
泉
信
三
『
海
軍
主
計
大
尉
小
泉
信
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
四
吉
』（
一
九
六
六
年
八
月
、
文
藝
春
秋
）
な
ど
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
名
を
連
ね
た
六
〇
年
代
半
ば
に
 
海
軍
史
観

は
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
、
米
内
光
政
や
井
上
成
美
を
主
人
公
と
し
た
書
物
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
吉
田
は
 
海
軍
史
観

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
つ
は
、
海
軍
が
、
最
終
的
に
は
陸
軍
に
押
し
切
ら
れ
た
と
は
い
え
、
超
国
家
主
義
的
で
侵
略
主
義
的
な
陸
軍
に
対
す
る
抑
止
力
、
あ
る
い
は
抵
抗
勢
力
と
し
て
一
貫
し
て
機
能
し
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
海
軍
の
戦
争
責
任
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
海
軍
軍
人
と
海
軍
と
い
う
組
織
の
自
由
主
義
的
で
合
理
主
義
的
な
体
質
の
強
調
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
粗
暴
で
精
神
主
義
的
な
陸
軍
の
対
極
に
あ
る
存
在
と
し
て
海
軍
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
⒅
。
も
っ
と
も
、
帝
国
海
軍
を
「
粗
暴
で
精
神
主
義
的
な
陸
軍
の
対
極
に
あ
る
存
在
」
と
す
る
 
海
軍
史
観

に
は
、
現
在
、
否
定
す
る
材
料
が
出
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
海
軍
の
 
条
約
派

を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
井
上
成
美
は
、
国
際
法
を
無
視
し
た
重
慶
爆
撃
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
⒆
。
何
も
帝
国
陸
軍
だ
け
が
「
超
国
家
主
義
的
で
侵
略
主
義
的
」「
粗
暴
で
精
神
主
義
的
」
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
我
々
が
現
在
、 
海
軍
史
観

を
完
全
に
払
し
ょ
く
で
き
た
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
ろ
う
。
帝
国
海
軍
を
語
る
と
き
、
我
々
は
未
だ
に
米
内
ら
 
条
約
派

を
中
心
に
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
帝
国
海
軍
は
、 
条
約
派

で
固
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
 
条
約
派

も
侵
略
主
義
と
決
し
て
無
縁
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
帝
国
海
軍
の
内
実
は
、
 
条
約
派

と
 
艦
隊
派

が
派
閥
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
米
内
内
閣
瓦
解
後
、 
艦
隊
派

が
帝
国
海
軍
の
主
導
権
を
握
っ
て
、
大
日
本
帝
国
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
。
さ
て
『
酸
素
』
が
「
文
学
界
」
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
二
〜
五
三
年
で
あ
る
。『
酸
素
』
は
吉
田
の
定
義
す
る
 
海
軍
史
観

が
こ
の
国
を
席
巻
す
る
以
前
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
『
酸
素
』
は
、
単
純
に
帝
国
海
軍
を
帝
国
陸
軍
の
抵
抗
勢
力
と
し
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
五
て
は
捉
え
て
い
な
い
。
帝
国
海
軍
に
は
、
確
か
に
米
内
の
よ
う
な
日
独
伊
三
国
同
盟
や
日
米
開
戦
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
 
条
約
派

が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
『
酸
素
』
は
、
最
終
章
で
西
海
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
海
軍
が
米
内
的
海
軍
か
ら
「
右
翼
」
的
で
「
過
激
」
な
思
想
傾
向
を
持
つ
西
海
的
海
軍
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
く
、
そ
の
様
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
 
海
軍
史
観

は
帝
国
海
軍
を
帝
国
陸
軍
の
抵
抗
勢
力
と
し
て
仕
立
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
帝
国
海
軍
の
戦
争
責
任
を
免
責
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
『
酸
素
』
は
 
海
軍
史
観

を
採
ら
な
い
。
帝
国
海
軍
と
帝
国
陸
軍
の
対
立
関
係
を
「
日
仏
酸
素
」
乗
っ
取
り
計
画
を
通
し
て
描
き
出
そ
う
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、
帝
国
海
軍
内
部
の
「
右
翼
」「
過
激
分
子
」
も
描
き
出
し
て
、
単
純
に
帝
国
海
軍
を
善
玉
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
だ
け
は
回
避
し
て
い
る
。『
酸
素
』
は
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
帝
国
海
軍
が
、
や
が
て
西
海
的
海
軍
│
│ 
艦
隊
派

│
│
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
読
者
に
予
感
さ
せ
て
、
そ
の
幕
を
下
ろ
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
酸
素
』
が
浮
上
さ
せ
る
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
は
〈
海
軍
都
市
〉
で
あ
っ
た
。
た
だ
『
酸
素
』
は
、
い
わ
ゆ
る
 
海
軍
史
観

を
も
っ
て
、
表
層
的
に
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
、
そ
れ
を
支
配
し
た
帝
国
海
軍
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
。〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
支
配
し
た
帝
国
海
軍
の
内
実
も
含
め
て
│
│
 
条
約
派

と
 
艦
隊
派

が
派
閥
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
い
う
帝
国
海
軍
内
部
の
《
政
治
》
状
況
も
含
め
て
│
│
、
重
層
的
に
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
『
酸
素
』
を
、
神
戸
を
舞
台
と
し
た
近
代
日
本
文
学
の
小
説
と
し
て
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、『
酸
素
』
は
近
代
神
戸
の
極
め
て
重
要
な
る
一
面
│
│
〈
海
軍
都
市
〉
と
し
て
神
戸
│
│
を
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
小
説
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
『
酸
素
』
は
、〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
表
層
的
に
描
き
出
す
の
で
は
な
い
。〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
を
支
配
し
た
帝
国
海
軍
の
内
実
を
も
『
酸
素
』
は
示
し
て
く
れ
、『
酸
素
』
か
ら
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
帝
国
海
軍
の
内
実
を
読
み
取
る
と
き
、
我
々
は
い
わ
ゆ
る
 
海
軍
史
観

の
呪
縛
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
六
注⑴
奥
野
健
男
「『
酸
素
』
に
つ
い
て
」（「
三
田
文
学
」
一
九
五
五
年
十
月
）
⑵
「
文
学
界
」
連
載
終
了
時
、
花
田
清
輝
は
「
非
常
に
床
屋
政
談
的
」（
花
田
、
中
村
光
夫
、
武
田
泰
淳
「
創
作
合
評
」「
群
像
」
一
九
五
三
年
八
月
）
と
述
べ
、『
酸
素
』
を
酷
評
し
て
い
る
。
⑶
『
酸
素
』
は
『
新
潮
日
本
文
学
４３
大
岡
昇
平
集
』（
一
九
七
一
年
四
月
、
新
潮
社
）、『
大
岡
昇
平
全
集
第
三
巻
』（
一
九
七
四
年
一
月
、
中
央
公
論
社
）、
新
潮
文
庫
『
酸
素
』（
一
九
七
九
年
一
月
、
新
潮
社
）、『
大
岡
昇
平
集
４
』（
一
九
八
三
年
五
月
、
岩
波
書
店
）、『
大
岡
昇
平
全
集
４
』
（
一
九
九
五
年
十
月
、
筑
摩
書
房
）
と
収
録
さ
れ
た
が
、「
│
第
一
部
終
│
」
と
記
さ
れ
た
の
は
、
新
潮
社
単
行
本
（
一
九
五
五
年
七
月
）
だ
け
で
あ
る
。
⑷
大
岡
が
『
酸
素
』「
第
二
部
」
の
構
想
を
語
っ
た
機
会
と
し
て
は
、
吉
本
隆
明
と
の
対
談
「
詩
は
行
動
す
る
」（「
文
藝
」
一
九
七
四
年
一
月
）
や
「
わ
が
文
学
生
活
│
│
大
岡
昇
平
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（「
海
」
一
九
七
四
年
十
二
月
）、
中
野
孝
次
と
の
対
談
「
小
説
作
法
」（「
文
学
界
」
一
九
八
三
年
四
月
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
大
岡
は
、「
第
二
部
」
も
含
む
『
酸
素
』
全
体
の
構
想
を
記
し
た
「『
酸
素
』
構
想
ノ
ー
ト
」（「
海
」
一
九
七
四
年
十
二
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。
⑸
花
崎
育
代
「
諸
〈
崩
壊
〉
と
二
つ
の
戦
争
下
│
│
「
酸
素
」」（「
目
白
近
代
文
学
」
第
５
号
、
一
九
八
四
年
十
月
↓
『
大
岡
昇
平
研
究
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
十
月
、
双
文
社
出
版
）
⑹
大
岡
昇
平
「
わ
が
文
学
に
於
け
る
意
識
と
無
意
識
」（『
わ
れ
ら
の
文
学
４
大
岡
昇
平
』
所
収
、
一
九
六
六
年
十
二
月
、
講
談
社
）
⑺
大
岡
昇
平
「
成
城
だ
よ
り
Ⅱ
」（「
文
学
界
」
一
九
八
二
年
十
二
月
）
⑻
清
水
徹
「《
政
治
》
と
《
情
事
》」（『
大
岡
昇
平
集
４
』
所
収
、
一
九
八
三
年
五
月
、
岩
波
書
店
）
⑼
花
崎
育
代
は
注
⑸
の
論
考
で
、
清
水
論
を
発
展
さ
せ
る
形
で
自
ら
の
『
酸
素
』
論
を
展
開
さ
せ
、『
酸
素
』
を
以
下
の
よ
う
な
小
説
と
結
論
付
け
て
い
る
。
「「
霧
」
の
中
に
、
日
中
戦
争
下
の
諸
崩
壊
を
暗
に
示
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
作
品
執
筆
発
表
時
の
朝
鮮
戦
争
下
の
（
そ
し
て
さ
ら
に
は
今
日
に
至
る
「
戦
後
」
の
）
日
本
人
た
ち
が
、
ど
の
方
向
に
進
む
の
か
、
と
い
う
「
諷
刺
」
を
籠
め
つ
つ
、「
酸
素
」
は
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。」
⑽
呉
市
海
事
歴
史
博
物
館
編
、
監
修
者
・
戸
高
一
成
『
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
図
録
福
井
静
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
傑
作
選
日
本
海
軍
艦
艇
写
真
集
戦
艦
巡
洋
戦
艦
』「
要
目
・
艦
艇
一
覧
」（
二
〇
〇
五
年
四
月
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
⑾
呉
市
海
事
歴
史
博
物
館
編
、
監
修
者
・
戸
高
一
成
『
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
図
録
福
井
静
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
傑
作
選
日
本
海
軍
艦
艇
写
真
集
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
七
航
空
母
艦
・
水
上
機
母
艦
』「
要
目
・
艦
艇
一
覧
」（
二
〇
〇
五
年
六
月
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
⑿
横
須
賀
は
戦
後
も
米
海
軍
の
基
地
が
お
か
れ
、
軍
港
と
し
て
の
機
能
を
有
し
続
け
た
。
映
画
『
豚
と
軍
艦
』（
監
督
・
今
村
昌
平
、
脚
本
・
山
内
久
、
一
九
六
一
年
一
月
、
日
活
）
は
、
横
須
賀
が
戦
後
も
〈
海
軍
都
市
〉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
作
品
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
⒀
大
岡
昇
平
「『
酸
素
』
構
想
ノ
ー
ト
」（
前
掲
）
⒁
花
崎
育
代
「 
関
西
弁

か
ら
み
る
大
岡
昇
平
の
文
学
」（
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
『
近
代
文
学
の
な
か
の
 
関
西
弁

│
│
語
る
関
西
／
語
ら
れ
る
関
西
│
│
』
所
収
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
和
泉
書
院
）
⒂
「
日
仏
酸
素
」
の
モ
デ
ル
で
、
実
際
に
大
岡
昇
平
が
勤
務
し
て
い
た
帝
国
酸
素
株
式
会
社
神
戸
本
社
は
、
帝
国
酸
素
の
社
史
『
帝
国
酸
素
の
歩
み
〜
原
点
か
ら
未
来
を
み
つ
め
て
』（
帝
国
酸
素
株
式
会
社
編
、
一
九
八
一
年
三
月
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
に
よ
る
と
、
大
岡
が
勤
務
し
、『
酸
素
』
の
小
説
内
現
在
で
あ
る
一
九
四
〇
年
当
時
、
神
戸
市
神
戸
区
明
石
町
３８
番
地
（
現
在
の
中
央
区
明
石
町
、
旧
居
留
地
３８
番
館
が
建
っ
て
い
る
場
所
）
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
⒃
『
酸
素
』
は
『
大
岡
昇
平
集
４
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、
大
岡
が
最
後
の
加
筆
・
訂
正
を
行
っ
て
い
る
が
、「
第
九
章
」
に
は
「
こ
の
国
の
首
相
近
衛
文
麿
」
と
い
う
誤
記
が
見
ら
れ
る
（
傍
線
部
が
誤
記
。『
酸
素
』
の
最
新
収
録
単
行
本
で
あ
る
『
大
岡
昇
平
全
集
４
』
は
『
大
岡
昇
平
集
４
』
を
底
本
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
誤
記
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
）。『
酸
素
』
の
小
説
内
現
在
で
あ
る
一
九
四
〇
年
四
〜
六
月
当
時
、
米
内
光
政
が
首
相
で
あ
っ
て
（
米
内
内
閣
は
一
九
四
〇
年
七
月
二
十
二
日
ま
で
続
い
た
）
近
衛
文
麿
は
枢
密
院
議
長
で
あ
っ
た
。
⒄
吉
田
裕
は
『
日
本
人
の
戦
争
観
』（
一
九
九
五
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
の
「
第
６
章
経
済
大
国
化
の
中
の
変
容
」「
第
７
章
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
動
揺
」
で
 
海
軍
史
観

の
派
生
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
⒅
吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観
』「
第
６
章
経
済
大
国
化
の
中
の
変
容
」（
前
掲
）
⒆
前
田
哲
男
『
新
訂
版
戦
略
爆
撃
の
思
想
│
│
ゲ
ル
ニ
カ
、
重
慶
、
広
島
』「
第
３
章
百
一
号
作
戦
│
│
「
戦
攻
略
爆
撃
」
の
実
行
」（
二
〇
〇
六
年
八
月
、
凱
風
社
）
＊
大
岡
昇
平
の
文
言
の
引
用
は
『
大
岡
昇
平
全
集
』
全
２３
巻
別
巻
１
（
一
九
九
四
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
八
月
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
っ
た
。
な
お
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
〈
海
軍
都
市
〉
神
戸
と
大
日
本
帝
国
海
軍
の
内
実
三
八
